
令和７年度「一市町村民会議一運動」活動紹介 

飛騨市青少年育成市民会議 

 

○古川町で長く続くふれあい集会 

地域の方が語り合う場として30回

続いてきた「ふれあい集会」。近年、生

活環境などの変化から開催方法につ

いて、実情に合っていないという地域

からの声が聞こえていました。そのた

め、推進員が一丸となって改革に乗り

出しました。 

町内全体の地域住民が集う全体会

議は内容を濃く充実したものに、各地

区で行われる地区ふれあい集会は、

各地の現状に即し、実施の有無や子

ども会行事などこれまで行われてき

た行事と一緒に行うなどの工夫をしていただきました。 

集会を行うことが重要ではなく、ふれあい集会の趣旨である

「家庭、学校及び地域社会の連携強化により、一体となって取り

組む青少年健全育成運動の促進」を大切に、その時代に合った

形で子どもたちの健やかな成長を見守る体制づくりを今後も推

進員を筆頭に地域で行っていけるように尽力していきたいと思

います。 

 

○地域に出かけてつながる 

河合町の推進員は、春の小学校運動会、秋の文化展などが複合的に行われる町民が集うイベントで啓発

活動を行い、地域の人と直接お話ししながら青少年の健全育成にかかわるチラシなどを配布しました。運

動会での啓発活動では、地域の中学生も配布に協力してくれました。 

宮川町の推進員は、小学校運動会の休憩時間に啓発活動を行いました。地域の中学生に啓発物の配布を

依頼し、青少年の健全育成について地域住民に呼びかけました。 

神岡町の推進員は、小学校で実施されている「ふるさと挨拶運動」に参加しました。地元中高生の MS・

MSJ リーダーズと共に挨拶を交わすなど、各地域において顔を合わせての交流を深めています。 

 

『地域ぐるみで 心豊かな飛騨市の子どもを育てよう』 

当市民会議では、「市少年の主張大会」の開催や「家庭の日」の推進についての取り組みを行ってい

ます。また、市内 4 町で部会を組織しており、各町の青少年育成推進員が中心となって、各地域の団

体と協力し、家庭・学校・地域社会の連携を図り、各地区に合った活動を行っています。 


